
規

則

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
及
び
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
を

定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
六
月
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
規
則
第
四
十
九
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則(

昭
和
四

十
三
年
福
島
県
規
則
第
十
四
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
を
一

号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。｢

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

第
二
十
一
号
様
式
中

休
養

｢を

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

｣

に
改
め
る
。

｣

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規

則
第
十
七
条
第
一
項
各
号
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
行
う
べ
き
事
由
が
生
じ
た
福

祉
事
業
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
行
う
べ
き
事
由
が
生
じ
た
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
作
成
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
二
十
一
号
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
所
要
の
調
整

を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

人
事
領
域
給
付
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
規
則
第
五
十
号

指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
を
定
め

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
を
定
め
る
規
則(

昭

和
三
十
九
年
福
島
県
規
則
第
三
十
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
会
津
み
な
み
農
業
協
同
組
合
の
項
中｢

富
田
支
店
、
明
和
支
店
、
朝
日
支
店｣

を｢

只
見

支
店｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
七
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

出
納
局
公
金
管
理
グ
ル
ー
プ)

平成19年６月15日 金曜日 福 島 県 報 第1884号461

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

規

則

○
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

四
六
一

○
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び

に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲

を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

四
六
一

告

示

○
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
に
係
る
年
金
た
る
補
償

及
び
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限
度

額
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程

四
六
二

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し

た
件
二
件

四
六
二

○
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
件

四
六
二

○
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
件

四
六
三

○
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
件

四
六
三

公

告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更

の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
件
三
件

四
六
三

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

○
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分

の
一
及
び
三
分
の
一
の
数
並
び
に
福
島

県
議
会
議
員
選
挙
区
別
の
選
挙
権
を
有

す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
を
告

示
す
る
件

四
六
四



告

示

県
道
い
わ

き
上
三
坂

小
野
線

路
線
名

い
わ
き
市
泉
町
下
川
字
八

合
九
一
番
二
地
先
か
ら

同

市
泉
町
下
川
字
八

合
九
一
番
四
地
先
ま
で

区

間

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

一
六
・
六
〜

二
一
・
八

一
六
・
六
〜

三
五
・
六

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

六
二
・
〇

六
二
・
〇

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

福
島
県
告
示
第
四
百
三
十
三
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
の
補

償
基
礎
額
の
限
度
額
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
六
月
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休

業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限
度
額
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
の
補

償
基
礎
額
の
限
度
額
を
定
め
る
規
程(
平
成
二
年
福
島
県
告
示
第
千
三
百
九
十
五
号)

の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
表
二
十
歳
未
満
の
項
中｢

四
、
二
九
一
円｣

を｢

四
、
二
二
九
円｣

に
、｢

一
三
、
二
四
六

円｣

を｢

一
三
、
四
六
七
円｣

に
改
め
、
同
表
二
十
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の
項
中｢

五
、
〇
四
六
円｣

を｢

四
、
八
四
七
円｣

に
、｢

一
三
、
二
四
六
円｣
を｢

一
三
、
四
六
七
円｣

に
改
め
、
同
表
二
十
五

歳
以
上
三
十
歳
未
満
の
項
中｢

五
、
九
二
二
円｣
を｢
五
、
七
四
四
円｣

に
、｢

一
三
、
二
四
六
円｣

を｢

一
三
、
四
六
七
円｣

に
改
め
、
同
表
三
十
歳
以
上
三
十
五
歳
未
満
の
項
中｢

六
、
五
八
〇
円｣

を

｢

六
、
四
七
八
円｣

に
、｢

一
六
、
一
六
一
円｣

を｢

一
六
、
二
四
五
円｣

に
改
め
、
同
表
三
十
五
歳

以
上
四
十
歳
未
満
の
項
中｢

七
、
〇
九
八
円｣

を｢

七
、
〇
六
二
円｣

に
、｢

一
九
、
四
七
三
円｣

を

｢

二
〇
、
〇
八
四
円｣

に
改
め
、
同
表
四
十
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満
の
項
中

｢

七
、
二
〇
二
円｣

を

｢

七
、
二
二
三
円｣

に
、｢

二
一
、
六
二
五
円｣

を｢

二
二
、
五
九
一
円｣

に
改
め
、
同
表
四
十
五
歳

以
上
五
十
歳
未
満
の
項
中｢

七
、
〇
四
三
円｣

を｢

六
、
九
七
三
円｣

に
、｢
二
三
、
一
二
二
円｣

を

｢

二
三
、
九
四
一
円｣

に
改
め
、
同
表
五
十
歳
以
上
五
十
五
歳
未
満
の
項
中

｢
六
、
五
七
九
円｣

を

｢

六
、
四
七
九
円｣

に
、｢

二
三
、
五
五
六
円｣

を｢

二
四
、
一
六
四
円｣

に
改
め
、
同
表
五
十
五
歳

以
上
六
十
歳
未
満
の
項
中｢

六
、
〇
四
二
円｣

を｢

五
、
八
四
三
円｣

に
、｢

二
三
、
三
〇
七
円｣

を

｢

二
三
、
九
二
八
円｣

に
改
め
、
同
表
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
項
中

｢

四
、
四
九
八
円｣

を

｢

四
、
五
三
九
円｣

に
、｢

二
一
、
四
六
一
円｣

を｢

二
一
、
一
六
四
円｣

に
改
め
、
同
表
六
十
五
歳

以
上
七
十
歳
未
満
の
項
中｢

四
、
〇
七
〇
円｣

を｢

四
、
一
〇
〇
円｣

に
、｢

一
五
、
五
三
五
円｣
を

｢

一
四
、
六
〇
八
円｣

に
改
め
、
同
表
七
十
歳
以
上
の
項
中｢

四
、
〇
七
〇
円｣

を｢

四
、
一
〇
〇
円｣

に
、｢

一
三
、
二
四
六
円｣

を｢

一
三
、
四
六
七
円｣

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程(

本
則
の
表
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
項
中｢

二
一
、
四
六
一
円｣

を｢

二
一
、

一
六
四
円｣

に
改
め
る
部
分
及
び
同
表
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
項
中｢

一
五
、
五
三
五
円｣

を｢

一
四
、
六
〇
八
円｣

に
改
め
る
部
分
を
除
く
。)

に
よ
る
改
正
後
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の

非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限
度
を
定
め

る
規
程
の
規
定
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
以
後
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
同
日
以
後
に

支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
係
る

年
金
た
る
補
償
及
び
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(

人
事
領
域
給
付
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
四
百
三
十
四
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
梁
川
町

土
地
改
良
区
か
ら
平
成
十
九
年
四
月
十
八
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
、
平
成
十

九
年
六
月
八
日
認
可
し
た
。

平
成
十
九
年
六
月
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

農
村
整
備
領
域
農
村
計
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
四
百
三
十
五
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
安
達
疏

水
土
地
改
良
区
か
ら
平
成
十
九
年
五
月
三
十
一
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
、
平

成
十
九
年
六
月
八
日
認
可
し
た
。

平
成
十
九
年
六
月
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

農
村
整
備
領
域
農
村
計
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
四
百
三
十
六
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
領
域
道
路
企
画

グ
ル
ー
プ
及
び
福
島
県
い
わ
き
建
設
事
務
所
で
平
成
十
九
年
六
月
十
五
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

平
成
十
九
年
六
月
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ)
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県
道
二
本
松
川
俣
線

路

線

名

公

告
二
本
松
市
油
井
字
渋
井
二
〇
八
番
地
先
か
ら

同

市
油
井
字
河
窪
三
七
番
三
地
先
ま
で

供

用

開

始

の

区

間

平
成
一
九
年

六
月
一
五
日

供

用

開

始

の

期

日

福
島
県
告
示
第
四
百
三
十
七
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ
及
び
福
島
県

県
北
建
設
事
務
所
で
平
成
十
九
年
六
月
十
五
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
六
月
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
四
百
三
十
八
号

河
川
区
域
の
廃
止
に
よ
り
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
の
で
、
河
川
法
施
行
令(

昭
和
四
十
年
政
令
第
十

四
号)

第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
河
川
港
湾
領
域
河
川
企
画
グ
ル
ー
プ
及
び
福
島
県
県
中
建
設
事

務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
六
月
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

河
川
の
名
称

一
級
河
川
阿
武
隈
川
水
系
大
滝
根
川

二

廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
年
月
日

平
成
十
九
年
六
月
十
五
日

三

廃
川
敷
地
等
の
位
置

上
流
端
田
村
市
船
引
町
大
字
船
引
字
中
ノ
内
前
十
七
番
地
先
か
ら
下
流
端
同
市
船
引
町
大
字
船
引

字
中
ノ
内
前
十
番
一
地
先
ま
で
及
び
上
流
端
同
市
船
引
町
大
字
船
引
字
中
ノ
内
前
十
番
一
地
先
か
ら

下
流
端
同
市
船
引
町
大
字
船
引
字
中
ノ
内
前
八
番
一
地
先
ま
で

四

廃
川
敷
地
等
の
種
類
及
び
数
量

土
地

三
六
一
・
一
六
平
方
メ
ー
ト
ル

(

河
川
港
湾
領
域
河
川
企
画
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
五
十
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
六
月
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
九
年
五
月
三
十
日

二

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

三

代
表
者
の
氏
名

石
原

寛
之

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
本
宮
市
仁
井
田
字
吹
上
一
番
地
の
一

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
障
が
い
を
抱
え
る
人
々
と
地
域
で
共
に
暮
ら
す
人
々
に
対
し
て
、
地
域
福
祉
の
向

上
に
つ
な
が
る
事
業
等
を
行
い
、
最
終
的
に
は
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
社
会
の
実
現
を

目
的
と
す
る
。
同
時
に
、
単
体
法
人
の
み
の
取
り
組
み
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、
他
機
関
・
事
業
所
と

の
交
流
や
連
携
を
大
切
に
共
に
歩
み
、
成
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(

文
化
領
域
県
民
文
化
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
五
十
一
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
六
月
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
九
年
六
月
五
日

二

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
い
わ
き
Ｆ
Ｐ
・
ｅ
│
ら
い
ふ

三

代
表
者
の
氏
名

大
川

幸
子

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
い
わ
き
市
平
字
下
の
町
七
番
地

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
地
域
住
民
に
対
し
て
、
金
銭
教
育
、
生
活
設
計
相
談
会
の
開
催
、
社
会
保
障
制
度

の
啓
蒙
活
動
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
安
心
・
楽
し
い
・
豊
か
な
生
活
の
推
進
を
図
り
、
広
く
公
益

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(

文
化
領
域
県
民
文
化
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
三
百
五
十
二
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
六
月
十
五
日
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福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
九
年
六
月
八
日

二

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ
こ
ろ
の
さ
と

三

代
表
者
の
氏
名

永
峯

喜
代
江

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
会
津
若
松
市
石
堂
町
六
番
三
十
号

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
に
対
し
、
保
健
お
よ
び
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
事
業
等
を
通
し
、

世
代
間
の
交
流
や
環
境
に
優
し
い
生
活
で
生
き
て
い
る
喜
び
や
共
に
い
る
幸
せ
を
感
じ
、
健
康
で
安

ら
か
な
生
活
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(

文
化
領
域
県
民
文
化
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
三
号

地
方
自
治
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
、
同
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十

一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律(

昭

和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号)

第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分

の
一
の
数(

そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数)
並
び
に
地
方
自
治
法
第

八
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
福
島
県
議
会
議
員
の
選
挙
区
別
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の

一
の
数(

そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数)

は
、
平
成
十
九
年
六
月
二

日
現
在
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
十
九
年
六
月
十
五
日

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

新

妻

威

男

一

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数

三
三
、
五
二
四

二

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数(

そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を

合
算
し
て
得
た
数)

三
四
六
、
〇
二
八

三

福
島
県
議
会
議
員
の
選
挙
区
別
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
三
分
の
一
の
数(

そ
の
総
数
が
四
十
万

を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数)

選
挙
区

選
挙
区

伊
達
郡

三
二
、
一
一
六

福
島
市

七
七
、
一
七
九

安
達
郡

一
八
、
三
七
二

会
津
若
松
市

三
一
、
九
〇
八

岩
瀬
郡

八
、
五
五
九

郡
山
市

八
八
、
四
七
〇

南
会
津
郡

九
、
〇
八
六

い
わ
き
市

九
五
、
六
一
四

耶
麻
郡

一
四
、
四
一
七

白
河
市

一
二
、
五
八
二

河
沼
郡

九
、
五
一
五

原
町
市

一
二
、
八
〇
七

大
沼
郡

八
、
八
三
〇

須
賀
川
市

一
八
、
〇
二
三

西
白
河
郡

一
八
、
〇
三
四

喜
多
方
市

九
、
三
八
四

東
白
川
郡

九
、
九
八
八

相
馬
市

一
〇
、
四
九
五

石
川
郡

一
二
、
六
七
六

二
本
松
市

九
、
二
〇
七

田
村
郡

二
〇
、
二
九
〇

双
葉
郡

二
〇
、
〇
五
七

相
馬
郡

一
一
、
一
二
二
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